
オミクロン株感染における感染、発病、感染性のあ
る期間等に関する文献資料
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オミクロン株感染の潜伏期間

自治体 対象感染者数 中央値（日）［範囲］

A 12 3[1-4]

B 18* 3[2-5]

C 5 2[1-2]

表1．国内３自治体より得られたオミクロン株潜伏期間

＊家族内感染を含む。ただし、家族内感染は二次感染初発例のみ

国立感染症研究所実地疫学研究センター. 実地疫学調査により得られた情報に基づいた国内のオミクロン株感染症
例に関する暫定的な潜伏期間、家庭内二次感染率、感染経路に関する疫学情報（2022年1月10日現在）. 2022.1.13
https://www.niid.go.jp/niid/ja/2019-ncov/2559-cfeir/10901-covid19-04.html

潜伏期間は2-3日
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オミクロン株感染の潜伏期間

国立感染症研究所. SARS-CoV-2の変異株B.1.1.529系統（オミクロン株）の潜伏期間の推定：暫定報告. 2022.1.13
https://www.niid.go.jp/niid/ja/2019-ncov/2551-cepr/10903-b11529-period.html

図１．積極的疫学調査のデータを用いた曝露-発症間隔の分布と累積分
布（N＝35）

潜伏期間の単位は日。薄茶色は50%、薄水色は99%区間を示す。

曝露日からの日数 アルファ株症例 オミクロン株症例

1日 6.29 8.55

2日 23.1 30.41

3日 42.42 53.05

4日 59.46 70.69

5日 72.67 82.65

6日 82.16 90.12

7日 88.63 94.53

8日 92.90 97.04

9日 95.63 98.43

10日 97.35 99.18

11日 98.41 99.57

12日 99.05 99.78

13日 99.44 99.89

14日 99.67 99.94

表１．HER-SYSデータを用いた曝露から経過日数ごとの発症
する確率(％)

潜伏期間の中央値は2.9日
（4日以上が47％）
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点曝露と想定される事例の疫学調査に基づくオミクロン株感染の
潜伏期間の推定

潜伏期間の中央値: 3日
範囲：0-8日
四分位範囲：3-4日

Brandeal LT. et al. Outbreak caused by the SARS-CoV-2 Omicron variant in Norway, November to December 2021. Euro Surveill. 2021;26(50) 
https://doi.org/10.2807/1560-7917.ES.2021.26.50.2101147 4



図2．HER-SYSデータを用いたアルファ株とオミクロン株の曝露-発症間隔の分布

国立感染症研究所. SARS-CoV-2の変異株B.1.1.529系統（オミクロン株）の潜伏期間の推定：暫定報告. 2022.1.13
https://www.niid.go.jp/niid/ja/2019-ncov/2551-cepr/10952-b11529-si.html

潜伏期間の中央値
アルファ株：3.4日
オミクロン株：2.9日
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オミクロン株感染の発症間隔

国立感染症研究所. SARS-CoV-2の変異株B.1.1.529系統（オミクロン株）の発症間隔の推定：暫定報告. 2022.1.31
https://www.niid.go.jp/niid/ja/2019-ncov/2551-cepr/10952-b11529-si.html

日数 ペア数（N=30）

0日 1

1日 4

2日 9

3日 8

4日 7

5日 1

表１．発症間隔の観察データ（N=30）

図１．実地疫学調査のデータを用いたオミクロン株の(A)発症間隔の分布と(B)累積分布（N＝30）

発症間隔（Serial interval)
の中央値: 2.6日

 6



Estimates of the generation time for the Omicron variant

Manica M. et al. Intrinsic generation time of the SARS-CoV-2 Omicron variant: An observational study of household Transmission. 
The Lancet Regional Health – Europe 2022;19: 100446 Published online xxx https://doi.org/10.1016/j.lanepe.2022.100446

The mean household serial interval in the baseline
analysis was 2.38 days (95%CrI of the mean: 2.30−2.47
days), with 51.1% (95%CrI: 45.5−55.7%) of transmission
episodes being pre-symptomatic

感染の51%は、pre-symptomaticで生じた

The mean household serial intervals estimated in sensitivity 
analysis ranged between 1.89 and 2.38 days (Appendix), 
while the mean proportion of pre-symptomatic transmission 
ranged between 51% and 59%, comparable to the baseline 
estimate.

感染の51-59%は、pre-symptomaticで生じた

オミクロン株のintrinsic generation time（全員感
受性者、対策未実施の場合のgeneration time）
は、観察結果より長い
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Illustrative example of a household cluster

Manica M. et al. Intrinsic generation time of the SARS-CoV-2 Omicron variant: An observational study of household Transmission. 
The Lancet Regional Health – Europe 2022;19: 100446 Published online xxx https://doi.org/10.1016/j.lanepe.2022.100446  8



オミクロン株感染の家庭内二次感染率

国内4事例より得られたオミクロン株家庭内二次感染率（SAR）

自治体 検査者数（x） 感染者数（y）
SAR(y/x)(%) 

[95%信頼区間]
観察期間中央値
（日）［範囲］

A 17 6 35[13-58] 全員14日間経過

B 66 21 31[20-47] 全員14日間経過

C 24 11 45[14-76] 全員14日間経過

D 18 8 44[25-66] 6[3-10]

国立感染症研究所実地疫学研究センター. 実地疫学調査により得られた情報に基づいた国内のオミクロン株感染症
例に関する暫定的な潜伏期間、家庭内二次感染率、感染経路に関する疫学情報（2022年1月10日現在）. 2022.1.13
https://www.niid.go.jp/niid/ja/2019-ncov/2559-cfeir/10901-covid19-04.html
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デルタ株感染とオミクロン株感染の家庭内二次感染率の比較（国内）

Ogata T. et al. Increased Secondary Attack Rates among the Household Contacts of Patients with the Omicron Variant of the Coronavirus Disease 2019 in Japan. Int. J. Environ. Res. Public 
Health 2022, 19, 8068. https://doi.org/10.3390/ijerph19138068

デルタ株感染に比し、オミクロン
株感染の家庭内二次感染割合は
1.61倍に上昇（各25.2%, 31.8％）
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デルタ株感染とオミクロン株感染の家庭内二次感染率の比較

Jorgensen SB. et al. Secondary Attack Rates for Omicron and Delta Variants of SARS-CoV-2 in Norwegian Households. 
JAMA. 327(16): 1610-1611. 2022. doi:10.1001/jama.2022.3780

デルタ株感染に比し、オミクロン
株感染の家庭内二次感染割合は
1.52倍に上昇
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オミクロン株感染の発病前を
含むウイルス量の経過

川崎市健康安全研究所三崎貴子ら. SARS-CoV-2 B.1.1.529系統（オミクロン株）による院内クラスター対策と事例解析におけ
る発症日とCt値および抗原定量値との関連―山口県―. IASR. 43:1139-141. 2002
https://www.niid.go.jp/niid/ja/2019-ncov/2488-idsc/iasr-news/11117-508p01.html

抗原定量検査106件のうち発症前日までに採取し
た検体は60件であり、このうち50件（83.3％）は陰
性であった。発症3日以前に採取した検体11件は
いずれも陰性で、発症2日前および前日に採取し
た検体20件、29件のうち、陽性であったのは各1
件、9件であった。

発病前の抗原定量検査陽性率は低い
3日前：0％（0/11）
2日前：5％（1/20）
1日前：31％（9/29）
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オミクロン株感染の感染性
持続時間

国立感染症研究所, 国立国際医療研究センター. SARS-CoV-2 B.1.1.529系統（オミクロン株）感染による
新型コロナウイルス感染症の積極的疫学調査（第1報）：感染性持続期間の検討. 

図. オミクロン株症例におけるCq値の日数
別推移(A) オミクロン株症例におけるCq値
の診断からの日数別推移
（１）0-2日目、（２）3-6日目、（３）7-9日目、
（４）10-13日目、（５）14日目以降
(B) オミクロン株症例におけるCq値の発症

からの日数別推移（有症状者に限定した
発症からの日数別）
（１）-1-2日目、（２）3-6日目、（３）7-9日目、
（４）10-13日目、（５）14日目以降

発病後の9日までは
ウイルス量が多い
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オミクロン株感染の感染性持続時間

国立感染症研究所, 国立国際医療研究センター. SARS-CoV-2 B.1.1.529系統（オミクロン株）感染による
新型コロナウイルス感染症の積極的疫学調査（第1報）：感染性持続期間の検討. 

診断からの日数
RNA検出検体数および
割合n (%)

分離可能検体数および
割合n (%)

PCR陽性検体のうち分

離可能検体数および割
合n (%)

0-2日目 20/21 (95.2) 2/21 (9.5) 2/20 (10.0)

3-6日目 14/17 (82.4) 7/17 (41.2) 7/14 (50.0)

7-9日目 17/18 (94.4) 2/18 (11.1) 2/17 (11.8)

10-13日目 4/15 (26.7) 0/15 (0) 0/4 (0)

14日目以降 5/12 (41.7) 0/12 (0) 0/5 (0)

表．オミクロン株症例におけるRNA検出および分離の可否
（A）ウイルスRNA検出検体数および割合と分離可能検体数および割合（診断からの日数別）

 14



オミクロン株感染の感染性持続時間

国立感染症研究所, 国立国際医療研究センター. SARS-CoV-2 B.1.1.529系統（オミクロン株）感染による
新型コロナウイルス感染症の積極的疫学調査（第1報）：感染性持続期間の検討. 

発症からの日数
RNA検出検体数および
割合n (%)

分離可能検体数および
割合n (%)

PCR陽性検体のうち分

離可能検体数および割
合n (%)

-1-2日目 15/16 (93.8) 2/16 (12.5) 2/15 (13.3)

3-6日目 8/8 (100) 4/8 (50.0) 4/8 (50.0)

7-9日目 16/16 (100) 3/16 (18.8) 3/16 (18.8)

10-13日目 7/12 (58.3) 0/12 (0) 0/7 (0)

14日目以降 4/10 (40.0) 0/10 (0) 0/4 (0)

表．オミクロン株症例におけるRNA検出および分離の可否
（B）ウイルスRNA検出検体数および割合と分離可能検体数および割合（有症状者に限定した発症からの日数別）

発症後9日目までは
ウイルス分離可能者あり
（消失は7日目以降が多い）
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オミクロン株感染の感染性持続時間

国立感染症研究所, 国立国際医療研究センター. SARS-CoV-2 B.1.1.529系統（オミクロン株）感染による
新型コロナウイルス感染症の積極的疫学調査（第1報）：感染性持続期間の検討. 

表．オミクロン株症例におけるRNA検出および分離の可否
（C）無症状者のウイルスRNA検出検体数および割合と分離可能検体数および割合

陽性からの日数
RNA検出検体数
および割合n (%)

分離可能検体数
および割合n (%)

PCR陽性検体のうち

分離可能検体数およ
び割合n (%)

0-5日目 6/6 (100) 3/6 (50.0) 3/6 (50.0)

6-9日目 3/4 (75.0) 0/4 (0) 0/3 (0)

10日目以降 1/10 (10) 0/10 (0) 0/1 (0)
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オミクロン株感染者のウイルス排出期間

Boucau J. et al. Duration of viable virus shedding in SARS-CoV-2 Omicron (BA.1) infection. NEJM. 387(3). 
2022. doi: DOI: 10.1056/NEJMc2202092

オミクロン株でウイルス排出期間が
短くなったわけではない
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参考：Generation time, Serial interval, 
incubation periodの関係

Lau YC. et al. Joint Estimation of Generation Time and Incubation Period for Coronavirus Disease 2019. JID. 2021
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まとめ

• 潜伏期間の中央値は約3日（5日以内：約83％、7日以内：約95％）

• 発症間隔(Serial interval)の中央値は2.6日（4〜5日が約27％）

• 世代時間(Generation time)は、ワクチン接種が多く対策が強化される中では、
ウイルスの特性に規定される（intrinsic)ものより短く観察される可能性

• 家庭内二次感染率は、デルタ株より高く、約30-45%

• 感染の約半数強は、発症前（pre-symptomatic)に生じる

• 発病前の検査陽性率は低い

• 発病後9日目まではウイルス量が多く、検体からのウイルス培養陰性化は7日
目以降が多い

• オミクロン株感染者のウイルス排出期間はデルタ株より短くなってはいない
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オミクロン以前の参考資料
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Lauren M. Kucirka, MD, PhD*; Stephen A. Lauer, PhD*; Oliver Laeyendecker, PhD, MBA; Denali Boon, PhD; and Justin Lessler, PhD. Variation in False-Negative Rate of Reverse Transcriptase 
Polymerase Chain Reaction–Based SARS-CoV-2 Tests by Time Since Exposure. Annals of Internal Medicine 2020 Aug 18;173(4):262-267. doi: 10.7326/M20-1495. Epub 2020 May 13

PCR検査の感度は、感染後の時期によって変動する。
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High frequency testing with low analytic sensitivity versus low frequency testing with high 

analytic sensitivity. 

Alex Crozier et al. BMJ 2021;372:bmj.n208

PCR検査

抗原定性検査

COVID-19感染者の経過とPCR検査及び抗原定性検査による検出
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